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  vol.14 no.1　精神看護  Jan. 2011

医学書院ナーシングカフェ

【精神科】安保寛明先生の白熱教室＠医学書院
講師  安保寛明先生（岩手晴和病院 社会復帰支援科長／看護師・精神保健福祉士）

●日時：3月6日（日）　13：30～17：00

●場　所：医学書院　2階会議室　文京区本郷1-28-23　TEL03-3817-5700（代表）
●定　員：40名　定員になり次第、締め切りとさせていただきます
●参加費：1500円（資料代、茶菓子代を含みます　参加費は当日受付でお支払いください）
●参加申し込み方法： 表題を「安保先生セミナー」とし、

①お名前②ご所属・職種（空欄でも結構です）
③意気込み、希望すること
④整理番号ご連絡先（メールかFAX）
⑤セミナー当日の緊急ご連絡先（携帯電話など）をお書きの上、FAXもしくは
メールにてお送りください。

　　　　　　　　　　折り返しこちらから、受付整理番号をお送りします。

アドレスのQRコード
ケータイからはこちらで！

メール：seikan@igaku-shoin.co.jp
FAX：03-5804-0485

理論学と実践学という二分法を用いれば、精神科看護は間違いなく実践学に位置します。精
神科看護における正義を議題にしようとすれば、無数の題材があります。

◆　「病棟内でのお金と物の交換は正義と言えるか？」
◆　「退院したくないと話す患者を退院させることは正義か？」
◆　「患者が飲みたくない薬について、飲まない選択肢を提示するのは正義か？」等です。

残念ながら私たちは、これらの議題について病棟や病院内での正義を探索することを回避し
ているように思います。サンデル教授が演出した今回の議論を通じて、これらの課題は、医
師や病院長が決めることでも、誰の意見も聞かずに多数決で決めることでもなく、それぞれ
の立場に立脚した主張を交換することが有益だと感じました。

（「サンデル教授の白熱講義に参加して「対話」を考える」精神看護11月号より）
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